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2有権者が政治家に寄附を求めることは禁止されています 市議会だより

　ふるさと応援寄付金の見込み額を35億円から50億円に増額し、ふるさと応援
寄付記念品や基金積立金等関連経費を補正します。

11月臨時会及び12月定例会11月臨時会及び12月定例会11月臨時会及び12月定例会
11月臨時会は27日の１日間開催されました。
12月定例会は３日から21日までの19日間で開催されました。

～ 主 な 補 正 内 容 ～～ 主 な 補 正 内 容 ～

5,116万3千円を増額一般会計補正予算額

210億892万4千円補正後の予算総額

　ふるさと応援寄付金事業…………………　15億円

　12月期の期末手当の減額（△0.05月分）……　△464万6千円
　昇給に伴う増加分、退職手当の増加分………　6,272万2千円

〈 11月臨時会 〉

～ 主 な 事 業 ～～ 主 な 事 業 ～

16億830万5千円を増額一般会計補正予算額

226億1,722万9千円補正後の予算総額

〈 12月定例会 〉

　令和２年７月発生の梅雨前線豪雨により被災した農地８件及び農業用施設１件
の災害復旧費用を補正します。

　農地農業用施設災害復旧事業………　2,639万4千円

…………………………………………………

…………………………………………………



3 市議会だより 政治家が病気見舞を出すことは禁止されています

　有田市独自の支援事業として、今回の国の臨時特別給付金と同じ対象者に、１人に
つき３万円の「ひとり親家庭有田市特別支援金」を支給します。なお、財源は「ふるさ
と応援寄付金」で寄付者の意向に沿った事業に有効活用させていただくものです。

　児童福祉事務事業、ひとり親家庭有田市特別支援金…　1,500万円

　国の令和２年度補正予算の予備費から低所得のひとり親世帯に対し、１世帯５
万円、第２子以降１人につき３万円の臨時特別給付金の基本給付を再度給付します。

　ひとり親世帯臨時特別給付金給付事業………　1,872万円
～ 追 加 議 案 の 主 な 事 業 ～～ 追 加 議 案 の 主 な 事 業 ～

ご視聴前に必ず
ご覧下さい。

【令和２年12月定例会】のページへリンクします。
有田市議会、録画映像配信



4政治家が選挙区内の方にお金や物などを贈ることは禁止されています 市議会だより

有田市議会常任委員会名簿有田市議会常任委員会名簿

役職名

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

総務建設委員会

宇　野　博　治

成　川　　　満

西　口　正　助

児　嶋　清　秋

岡　田　行　弘

池　田　敦　城

中　西　登志明

－－－－－

－－－－－

－－－－－

－－－－－

－－－－－

－－－－－

－－－－－

議会運営委員会

堀　川　　　 明

中　谷　桂　三

西　口　正　助

福　永　広　次

岡　田　行　弘

小　西　敬　民

－－－－－

－－－－－

－－－－－

－－－－－

－－－－－

－－－－－

－－－－－

－－－－－

文教厚生委員会

上　山　寿　示

上野山　善　久

浜　口　元　司

福　永　広　次

堀　川　　　明

中　谷　桂　三

小　西　敬　民

－－－－－

－－－－－

－－－－－

－－－－－

－－－－－

－－－－－

－－－－－

予算決算委員会

岡　田　行　弘

中　西　登志明

浜　口　元　司

西　口　正　助

福　永　広　次

宇　野　博　治

堀　川　　　明

中　谷　桂　三

児　嶋　清　秋

池　田　敦　城

上　山　寿　示

小　西　敬　民

成　川　　　満

上野山　善　久



5 市議会だより 政治家が入学・卒業・出産などの祝儀を出すことは禁止されています

順位 氏　名 発　　言　　の　　要　　旨

令和2年12月定例会　一般質問通告一覧表
【 午 前 10 : 00 】 令和2年12月17日

2

3

4

小 西 敬 民
（日本共産党）

成 川 　 満
（無　会　派）

1

中西登志明
（無　会　派）

児 嶋 清 秋
（無　会　派）

１．新型コロナウイルス感染症対策について
　⑴中小企業等緊急経済対策他　有田市のコロナ対策について
　　①飲食業等新業態支援補助金の活用について
　　②飲食業等新業態基盤構築補助金の活用について
　　③飲食業応援給付券（フードチケット）使用状況について
　　④中小企業支援金の活用について
　　⑤地域活性化商品券販売と使用状況について
　　⑥施策活用円滑化補助金（専門家）の活用について
　　⑦有田市新型コロナウイルス感染症対策応援基金条例について
２．遊休地及び耕作放棄地の活用について
　⑴市民農園としての活用について

１．箕島保育所の閉所後の施設の活用は
２．箕島漁港（市場）周辺の美化

１．令和３年度予算編成について
　⑴少子化対策や子育て支援について
　　①学校給食無償化を考えて
　⑵独居老人対策について
　　①当市の実態と対策について
　⑶道路、橋梁の保守、修繕他について
２．有田市立病院感染症対策について
　⑴マンパワー不足による受診抑制をおこさない方策は
　　（医師派遣、看護師派遣要請）
３．老人介護施設における新型コロナ発症対策について

１．統合中学校の開設について
　⑴周辺環境の整備について
　⑵情操教育の充実について
　⑶開校記念誌の編さんについて
２．国道有田海南道路の整備について

一 般 質 問「市民の声を議会に！」一 般 質 問「市民の声を議会に！」一 般 質 問「市民の声を議会に！」



6政治家が町内会の行事や催物に寸志や飲食物を差し入れることは禁止されています 市議会だより

岡 田 行 弘
【一 問 一 答】
（公　明　党）

6

7

5

池 田 敦 城
（政糺クラブ）

中 谷 桂 三
（市民クラブ）

１．行政手続きにおける押印の見直しについて
　⑴現状について
　⑵今後の取り組みについて
２．行政手続きのデジタル化でオンライン申請の推進
　⑴マイナポータル・ぴったりサービスについて
３．ふるさと納税について
　⑴返礼品発送業務等について

１．新統合中学校について

１．有田市の人口減少対策について
　⑴現状と今後について
２．地震の津波と大雨水害の防災対策について
　⑴備蓄品状況について
　⑵社会的弱者の避難体制について
３．ふるさと応援寄付金について
　⑴現状と返礼品に体験型の取入れについて
４．有田市立保育所統廃合について
　⑴現状の課題について
　⑵統廃合計画について

　　

箕
島
保
育
所
は
、
平
成
２
年

４
月
に
開
所
、
31
年
の
長
き
に
わ

た
り
児
童
の
情
操
教
育
を
主
目
と

し
先
生
方
の
親
身
な
ご
努
力
に
よ

り
多
く
の
児
童
が
巣
立
っ
て
い
き

ま
し
た
。
近
年
の
少
子
化
に
よ
り

児
童
の
減
少
の
た
め
令
和
３
年
度

末
で
閉
所
さ
れ
る
。
転
所
先
お
よ

び
箕
島
保
育
所
の
閉
所
後
の
利
活

用
を
伺
う
。

　　

現
在
４
歳
児
６
人
全
員
が
古

江
見
保
育
所
へ
、
３
歳
児
１
人
が

宮
崎
町
保
育
所
へ
、
も
う
１
人
が

そ
と
は
ま
保
育
所
へ
転
所
を
希

望
。
行
政
財
産
と
し
て
老
朽
化
し

て
い
る
他
の
施
設
と
し
て
の
活

用
、
民
間
か
ら
の
提
案
の
募
集
、

ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
検
討
し
て
い
く
。

　　
　

転
所
に
よ
る
環
境
の
変
化

で
少
な
か
ら
ず
不
安
が
あ
る
。
メ

ン
タ
ル
面
で
の
ケ
ア
を
お
願
い
す

る
。

　　

浜
の
う
た
せ
が
オ
ー
プ
ン
さ

れ
、
市
外
、
県
外
か
ら
多
く
の
方

が
訪
れ
盛
況
と
聞
く
。
漁
港
全
体

を
見
る
と
手
つ
か
ず
の
所
が
散
見

さ
れ
る
。
更
な
る
美
化
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　　

漁
協
と
協
力
し
随
時
、
漁
港

内
の
環
境
美
化
の
維
持
に
対
応
し

て
い
く
。

質

質答

答

児嶋清秋議員

提
言

箕
島
保
育
所
閉
所
後
の

利
活
用
、
箕
島
漁
港
周

辺
の
美
化
に
つ
い
て

箕島保育所



7 市議会だより 政治家はお祭りに寄附や差し入れをすることは禁止されています

　　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
」
各
施
策
の
活

用
状
況
と
今
後
の
備
え
に
つ
い
て
。

　　

①
飲
食
業
等
新
業
態
支
援
補

助
金
・
②
基
盤
構
築
補
助
金
【
申

請
21
件
・
申
請
０
件
】
③
飲
食
業

応
援
給
付
券
【
登
録
69
店
舗
】
④

中
小
企
業
支
援
金
【
申
請
６
７
０

件
】
⑤
地
域
活
性
化
商
品
券
【
登

録
２
７
６
店
舗
】
⑥
円
滑
化
補
助

金
【
申
請
10
件
】　

今
後
に
つ
い

て
は
、実
施
施
策
の
検
証
を
行
い
、

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
地
域
に

即
し
た
対
策
を
講
じ
て
参
り
ま

す
。
⑦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
応
援
基
金
【
金
額
６
，

１
２
８
千
円
】
の
使
い
道
は
医
療

従
事
者
へ
の
慰
労
金
等
を
検
討
し

て
お
り
ま
す
。

　　
「
遊
休
地
及
び
耕
作
放
棄
地
の

活
用
に
つ
い
て
」
有
田
市
の
取
組

と
現
状
、
活
用
方
法
と
し
て
市
民

農
園
を
提
案
。

　　

農
地
銀
行
や
農
地
中
間
管
理

機
構
、
農
業
委
員
の
活
動
に
よ
り

今
年
度
、
売
買
１
件
、
貸
借
２
２

６
件
、
新
規
就
農
者
数
30
名
、
ア

グ
リ
リ
ン
ク
イ
ン
ア
リ
ダ
１
名
が

独
立
を
目
指
し
、
貸
し
た
い
農
地

は
次
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
野
菜
等

の
畑
地
、
水
田
も
調
査
し
ま
す
。

市
民
農
園
開
設
は
市
内
外
か
ら
の

需
要
が
ど
の
程
度
あ
る
か
を
把
握

し
ま
す
。

　　

学
校
給
食
無
償
化
を
考
え
て
。

　　

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
向
け

て
子
育
て
の
政
策
全
体
の
中
で
、

学
校
給
食
無
償
化
に
つ
い
て
研
究

し
た
い
。

　　

独
居
老
人
対
策
に
つ
い
て
。

　　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
は
９
８

４
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
支
援
と

し
て
見
守
り
・
配
食
サ
ー
ビ
ス
・

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
設
置
等
を
行

な
っ
て
お
り
、
次
年
度
か
ら
は
、

地
域
見
守
り
を
強
化
し
訪
問
回
数

を
引
き
上
げ
ま
す
。

　　

道
路
、
橋
梁
の
保
守
、
修
繕

に
つ
い
て
。

　　

舗
装
工
事
は
令
和
元
年
は
市

内
全
域
で
８
路
線
を
、
２
年
度
は

15
路
線
を
実
施
・
予
定
し
て
い
る
。

橋
梁
は
５
年
毎
の
点
検
。
順
次
補

修
工
事
を
行
な
っ
て
い
る
。

　　

市
立
病
院
の
新
型
コ
ロ
ナ
第

３
波
対
策
は
。

　　

院
内
感
染
を
防
ぎ
、
医
療
崩

壊
を
お
こ
さ
な
い
、
職
員
の
健
康

維
持
に
努
め
る
。

　　

高
齢
者
施
設
の
と
り
く
み
は
。

　　

職
員
の
健
康
管
理
、
面
会
制

限
、
利
用
者
さ
ん
の
見
守
り
を
重

視
し
て
い
る
。

質

質

質質

質質質 答答答

令
和
３
年
度
予
算
編
成

に
つ
い
て

答

答 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て 

他

答答

中西登志明議員

小西敬民議員

有田みかん海道



8政治家本人が参列する場合を除き、葬式の香典等を出すことは禁止されています 市議会だより

質答

　　
新
中
学
校
両
隣
に
は
、
芸
術

鑑
賞
や
郷
土
史
を
学
べ
る
施
設
が

あ
る
。こ
れ
ら
の
施
設
を
活
用
し
、

ま
た
、
市
内
に
あ
る
歴
史
遺
産
の

熊
野
古
道
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
体
験
学

習
を
組
み
合
わ
せ
た
、「
感
じ
る

心
」
を
育
む
情
操
教
育
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
が
当
局
の
見
解
を
お
伺
い
す

る
。

　　

学
校
建
設
予
定
地
の
東
隣
に

は
、
有
田
市
民
会
館
が
あ
り
、
生

徒
達
が
、
芸
術
鑑
賞
や
講
演
会
、

音
楽
会
な
ど
で
も
利
用
で
き
る
素

晴
ら
し
い
設
備
が
整
っ
た
紀
文

ホ
ー
ル
や
約
10
万
冊
の
蔵
書
が
あ

り
、
調
べ
学
習
な
ど
に
も
活
用
で

き
る
市
民
図
書
館
が
あ
り
ま
す
。

　

西
隣
の
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

は
、
み
か
ん
資
料
館
、
郷
土
資
料

館
が
あ
り
、
ふ
る
さ
と
有
田
市
の

歴
史
、
文
化
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
施
設
を
、
学

校
の
特
別
教
室
の
よ
う
に
使
用
で

き
る
こ
と
は
、
非
常
に
教
育
的
効

果
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

設
備
が
整
っ
た
文
化
施
設
や
市

内
の
豊
か
な
自
然
、
歴
史
遺
産
を

活
用
し
、
地
域
、
保
護
者
、
関
係

者
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
心
豊
か
な
子
ど
も
を
育

て
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及

促
進
の
市
の
取
組
み
は
。

　　

市
民
課
窓
口
に
お
い
て
、
無

料
の
写
真
撮
影
や
申
請
の
補
助
や

県
な
ど
と
の
合
同
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
会
場
な
ど
で
の
出
張
窓
口
の
開

設
や
、
市
の
隣
保
館
に
お
い
て
も

出
張
受
付
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

毎
月
第
２
火
曜
日
の
夜
間
開

庁
、
３
か
月
に
一
度
の
休
日
開
庁

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

返
礼
品
発
送
業
務
等
に
つ
い
て

　　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の
受

付
事
務
に
つ
い
て
業
務
負
荷
の
軽

減
へ
の
取
組
は
。

　　

寄
附
者
を
管
理
す
る
ク
ラ
ウ

ド
シ
ス
テ
ム
の
活
用
、
封
入
封
緘

プ
リ
ン
タ
ー
の
導
入
、
単
純
作
業

を
ロ
ボ
ッ
ト
で
自
動
処
理
さ
せ
る

「
Ｒ
Ｐ
Ａ
」
の
導
入
と
い
っ
た
シ

ス
テ
ム
面
で
の
取
組
み
に
加
え
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
増
員
や
、

他
の
部
署
か
ら
の
人
員
応
援
な
ど

の
人
材
面
で
の
取
組
み
に
よ
り
業

務
負
荷
の
軽
減
に
努
め
て
お
り
ま

す
。

　

可
能
な
と
こ
ろ
は
積
極
的
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
す
る
な
ど
の
業
務
効
率
化

を
図
り
、
職
員
の
事
務
負
担
を
軽

減
す
る
取
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質

質

答 統
合
中
学
校
の
開
設
に

つ
い
て

有田市民会館

答

岡田行弘議員

成川　満議員

行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ

ル
化
で
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
の
推
進
に
つ
い
て 

他

ふるさと応援寄附額及び寄附件数の推移
年　度

平成20年度
平成21年度
平成22年度
平成23年度
平成24年度
平成25年度
平成26年度
平成27年度
平成28年度
平成29年度
平成30年度
令和元年度

寄附金額（円） 件　数
319,000
346,000
170,000
1,160,000
2,125,000
1,146,649
6,934,000

394,761,591
742,266,151
1,230,626,663
1,260,180,120
3,516,695,000

5
9
4
4
11
15
454

28,705
57,154
92,283
94,174
261,299
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税
金
を
子
供
に
使
わ
ず
、
子

供
の
使
用
す
る
箱
物
に
投
じ
、
未

来
の
大
人
に
、
こ
れ
か
ら
多
額
の

税
金
を
払
っ
て
行
っ
て
と
言
っ
て

い
る
の
に
等
し
い
。
50
億
以
上
の

税
金
を
投
入
し
、
日
本
一
の
中
学

校
に
す
る
展
望
、
そ
の
柱
と
な
る

教
諭
の
比
率
向
上
、
教
諭
の
サ

ポ
ー
ト
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
確
た

る
学
校
の
役
割
等
々
を
含
め
、
検

証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
問
題

が
山
積
し
て
い
る
こ
と
を
ク
リ
ア

に
す
る
為
、
市
民
に
分
か
る
よ
う

全
て
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、
施
策

を
練
り
直
す
市
民
会
議
を
開
く
の

か
？

　　

平
成
29
年
か
ら
は
、「
有
田
市

学
校
規
模
適
正
化
検
討
委
員
会
」

を
発
足
し
、
市
民
の
代
表
、
保
護

者
の
代
表
の
方
々
に
も
委
員
と
し

て
入
っ
て
い
た
だ
き
、
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
施
策
を
練
り
直
す
市

民
会
議
と
は
、
ど
う
い
っ
た
も
の

を
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
分
か
ら

な
い
の
で
、
開
催
す
る
予
定
は
な

い
。
今
後
、
必
要
に
応
じ
、
対
象

と
な
る
保
護
者
と
の
説
明
、
意
見

交
換
会
を
実
施
し
て
い
く
。

　　
　

市
民
会
議
を
開
催
す
る
予

定
は
な
い
と
断
言
さ
れ
、
必
要
に

応
じ
説
明
、
意
見
交
換
会
を
実
施

し
て
い
く
っ
て
、
必
要
だ
か
ら
申

し
上
げ
て
い
る
。
最
後
に
、
も
う

一
度
だ
け
申
し
上
げ
る
！
人
を
作

る
の
は
、
物
で
は
な
く
、
人
だ
と

い
う
事
を
。

質答 新
統
合
中
学
校
に
つ
い
て

提
言

　　

有
田
市
立
保
育
所
統
廃
合
に

つ
い
て
の
現
状
の
課
題
を
、
私
が

保
育
所
園
児
の
保
護
者
の
方
か
ら

直
接
お
聞
き
し
た
、
①
食
材
に
健

康
に
悪
い
添
加
物
の
多
い
も
の
を

使
用
し
な
い
で
欲
し
い
。
②
幼
少

期
に
身
に
つ
け
て
お
き
た
い
「
36

の
基
本
動
作
」
は
、
人
間
の
基
本

的
な
動
作
で
、
人
間
は
、
５
歳
ま

で
に
神
経
系
が
著
し
く
発
達
し
12

歳
ま
で
に
ほ
ぼ
完
成
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
運
動
の
仕
方
を
教

え
て
あ
げ
て
欲
し
い
。
③
知
的
な

遊
び
道
具
を
取
り
入
れ
て
欲
し

い
。
各
保
育
所
へ
の
新
規
設
置
が

無
理
な
時
は
、「
Ｗ
ａ
ｋ
ｕ
Ｗ
ａ

ｋ
ｕ
」
に
、
順
番
に
体
験
保
育
さ

せ
て
欲
し
い
。

　　

①
食
材
選
定
時
に
産
地
や
添

加
物
、
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
の
有
無

な
ど
を
確
認
し
判
断
し
て
い
ま

す
。
②
運
動
に
つ
い
て
、
体
を
動

か
す
時
間
を
１
日
の
内
60
分
以
上

設
け
、
日
常
の
保
育
で
も
、
自
発

的
に
体
を
動
か
し
た
く
な
る
よ
う

な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

36
の
基
本
動
作
を
意
識
し
、
さ
ら

に
工
夫
し
ま
す
。
③
知
的
な
遊
び

道
具
に
つ
い
て
、
各
年
齢
に
応
じ

た
も
の
を
揃
え
て
い
ま
す
が
、
今

後
も
必
要
に
応
じ
取
り
入
れ
て
い

き
ま
す
。

質

答

有
田
市
の
人
口
減
少
対

策
に
つ
い
て 

他

「36の基本動作」
幼児期に経験する基本的な動きの例

池田敦城議員

中谷桂三議員

登る
投げる

走る 跳ぶ

捕る
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議案第73号

議案第74号

議案第75号

議案第76号

議案第77号

議案第78号

議案第79号

議案第80号

議案第81号

議案第82号

議案第83号

諮問第 3 号

諮問第 4 号

――――――

有田市立保育所条例の一部を改正する条例

有田市上水道事業給水条例の一部を改正する条例

有田市火災予防条例の一部を改正する条例

有田市税外収入延滞金等徴収条例の一部を改正する条例

令和２年度有田市一般会計補正予算（第９号）

令和２年度有田市介護保険特別会計補正予算（第３号）

令和２年度有田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

令和２年度有田市上水道事業会計補正予算（第２号）

第５次有田市長期総合計画基本構想の策定について

令和２年度有田市一般会計補正予算（第10号）

教育委員会の委員の任命について

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて

議員派遣の件について

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

同　意

異議なし

異議なし

可　決

議案番号 件             名 議決年月日 可　否

令和2年12月定例会審議結果表令和2年12月定例会審議結果表

2.12.21

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

発議第 2 号

議案第64号

議案第65号

議案第66号

議案第67号

議案第68号

議案第69号

議案第70号

議案第71号

議案第72号

有田市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例

有田市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

有田市特別職給与条例の一部を改正する条例

有田市立病院事業管理者の給与等に関する条例の一部を改正する条例

有田市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例

令和２年度有田市一般会計補正予算（第８号）

令和２年度有田市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

令和２年度有田市介護保険特別会計補正予算（第２号）

令和２年度有田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

教育長の任命について

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

同　意

議案番号 件             名 議決年月日 可　否

令和2年11月臨時会審議結果表令和2年11月臨時会審議結果表

2.11.27

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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11
月
19
日
に
総
務
建
設
委
員
会
が
「
国

道
42
号
有
田
海
南
道
路
工
事
」
及
び
「
内

川
（
港
地
域
）
の
護
岸
」
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　

①
「
国
道
42
号
有
田
海
南
道
路
工
事
」

に
お
け
る
有
田
海
南
道
路
・
鰈
川
地
域
の

工
事
に
つ
い
て
、
現
在
、
１
号
ト
ン
ネ
ル

及
び
３
号
橋
を
施
工
す
る
た
め
に
工
事
用

の
進
入
路
の
整
備
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
将
来
的
に
は
、
初
島
町
里
地
域
と
隣

接
し
て
い
る
海
南
市
下
津
町
鰈
川
地
域
に

国
道
42
号
か
ら
有
田
海
南
道
路
へ
の
接
続

路
（
仮
称
：
市
道
鰈
川
有
田
連
絡
線
）
が

整
備
予
定
で
あ
り
、
現
在
の
国
道
42
号
に

つ
い
て
も
、星
越
池
の
一
部
を
埋
め
立
て
、

よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
路
線
に
変
更
予
定
と
の

事
で
し
た
。

　

次
に
、
現
在
、
新
堂
地
域
に
お
い
て
有

田
川
を
渡
河
す
る
「
１
号
橋
」
の
工
事
が

進
め
ら
れ
、
橋
を
支
え
る
下
部
構
造
（
橋

台
、
橋
脚
）
が
完
成
し
、
車
や
人
が
通
行

す
る
上
部
構
造
の
橋
桁
を
製
作
中
で
あ
る

と
の
事
で
、
令
和
４
年
度
に
は
一
部
区
間

が
開
通
す
る
見
込
み
と
の
事
で
し
た
。

　

②
「
内
川
（
港
地
域
）
の
護
岸
」
に
つ

い
て
、
県
道
1
7
3
号
線
（
港
地
域
）
沿

い
を
流
れ
る
内
川
の
護
岸
を
視
察
し
ま
し

た
。
天
甫
橋
よ
り
下
流
部
に
つ
い
て
は
県

道
沿
い
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
元
々
擁

壁
の
高
さ
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
と
、
昔

な
が
ら
の
石
垣
積
み
の
部
分
が
残
っ
て
お

り
、
高
潮
時
に
は
県
道
側
へ
海
水
が
浸
透

し
、
海
水
が
出
入
り
す
る
こ
と
に
よ
り
県

道
（
内
川
側
）
の
一
部
が
沈
下
し
て
い
る

よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

擁
壁
部
分
の
一
部
に
は
船
着
き
場
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
大
潮
の
満
潮
時
に

は
船
着
き
場
を
超
え
る
水
位
に
な
る
こ
と

が
度
々
あ
る
そ
う
で
す
。

　

現
在
、
和
歌
山
県
に
対
し
、
台
風
時
等

に
お
け
る
高
潮
対
策
を
要
望
し
て
い
ま

す
。

　

11
月
12
日
に
開
催
し
ま
し
た
市
内
行
政

視
察
に
つ
い
て
、
視
察
先
は
有
田
市
社
会

福
祉
協
議
会
、
須
谷
及
び
北
原
の
隣
保
館

と
そ
の
各
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
及
び

有
田
市
立
病
院
で
す
。

　

①
有
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
運

営
状
況
、
実
施
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
生
活
福
祉
資

金
の
相
談
、
申
請
件
数
が
大
幅
に
増
え
、

こ
の
制
度
が
始
ま
っ
た
昭
和
30
年
か
ら
の

65
年
間
に
貸
し
付
け
た
総
額
の
約
6
割
の

金
額
を
令
和
2
年
3
月
か
ら
の
半
年
間
で

貸
し
付
け
た
と
の
こ
と
で
、
そ
の
時
期
は

大
変
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

②
【
須
谷
会
館
】【
北
原
会
館
】
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
関
係
で

休
館
し
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

現
状
は
例
年
並
み
の
利
用
者
数
ま
で
回
復

し
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。　

　

今
後
、
感
染
者
が
増
え
て
き
た
場
合
、

休
館
措
置
等
判
断
を
速
や
か
に
、
ま
た
的

確
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

③
有
田
市
立
病
院
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お
い
て
、
最
前
線
で

対
応
さ
れ
て
い
る
看
護
師
の
方
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
に
入
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
り
医
療
現
場
の
環
境
が
大
き
く

変
化
し
、
業
務
の
負
担
増
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
は
常
に

感
染
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
怖

と
、
家
族
や
自
身
に
対
し
て
「
偏
見
を
持

た
れ
る
の
で
は
な
い
か
。」
と
い
う
不
安

が
常
に
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。

　

２
月
頃
か
ら
開
設
さ
れ
た
有
熱
者
外
来

で
は
、
医
療
用
の
防
護
服
等
が
不
足
し
、

1
0
0
円
シ
ョ
ッ
プ
の
雨
合
羽
を
代
用
品

と
し
て
使
用
し
た
り
、
診
察
場
所
（
屋
外

テ
ン
ト
）
に
つ
い
て
も
当
初
は
環
境
が
整

わ
ず
に
、冬
は
手
が
か
じ
か
む
ほ
ど
寒
く
、

夏
は
暑
く
汗
が
し
た
た
り
落
ち
る
、
時
に

は
強
風
で
あ
お
ら
れ
た
り
と
悪
環
境
の
中

で
、
気
が
休
ま
る
と
き
が
な
く
、
緊
張
の

連
続
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
で
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
は
最
前
線
で
頑
張
っ
て
私
た
ち
の
医

療
体
制
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

総
務
建
設
委
員
会

 

委
員
長
　
宇
野
博
治

文
教
厚
生
委
員
会

 

委
員
長
　
上
山
寿
示

市
　
内
　
視
　
察
　
報
　
告

有田市立病院（有熱者外来）

鰈川地域にて

か
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議会広報編集委員会
委員長：上野山善久　副委員長：岡田行弘
委員：中谷桂三・池田敦城・小西敬民・成川満

発行／有田市議会
編集／議会広報編集委員会
　　　〒649-0392  和歌山県有田市箕島50
　　　TEL  0737-83-2443
　　　FAX  0737-83-5524
　　　E-mail  gikai@city.arida.lg.jp

　ありだ市議会だより第72号をお届けします。
　今号から編集委員会の正副委員長が交替しま
した。より解りやすい、より充実した、より開
かれた議会広報を目指して努力していきます。
　コロナ禍の中、本当に大変ですが皆んなで頑
張っていきましょう。
　ご意見、ご感想を議会事務局までお寄せくだ
さい。よろしくお願いします。

皆様の議会傍聴を
是非お待ちいたしております! 
次回は3月に開会予定です。
詳しくは、議会事務局へお問い合わせください。

（☎83-2443）

市の
話題
市の
話題
市の
話題

消 防 出 初 め 式

有田市PRソング
「紀州有田はええわいしょ」
ウインズ平阪さんMV（ミュージックビデオ）公開
（協力  糸我町ふるさと夏祭り実行委員会）

目録と感謝状の贈呈式（木下建設 従業員代表）
　有田市港町に本社をおく木下建設株式会社様より、
コロナ禍のなか子育てと仕事を一人で担うひとり親
世帯の支援に役立ててくださいと、有田市に対して
1,500万円の寄付の申し出をいただきました。


	P1_72号
	P2_72号
	P3_72号
	P4_72号
	P5_72号
	P6_72号
	P7_72号
	P8_72号
	P9_72号
	P10_72号
	P11_72号
	P12_72号

